
原単位の改善のための取組に関する状況　【２０２５年度提出分（２０２４年度実績）】※非特定事業者用

１．エネルギーの使用の合理化に関する事項

２．非化石エネルギーへの転換に関する事項
【電気の需要の最適化】 【非化石エネルギーへの転換】

【取組の概要：カーボンニュートラルに向けて】　

１．自由記述欄 （カーボンニュートラルの実現等に資する事業者独自の取組や革新的技術に係る研究開発等の取組について）

２．関連リンク
：

：

：

（注意事項）
・赤枠囲み欄は必須記載です。
・再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法第３７条第１項の規定による、賦課金に係る特例の適用を受ける期間においては、
　情報の公表を継続する必要があります。

日本ウエスト東海株式会社 銘柄コード

法人番号 3190001019852

【取組の概要：業界の事情等を考慮した取組について（定量指標）】　
日本標準産業分類 コード 項目名 エネルギー総使用量 38,862 GJ 1,003 kℓ

・新たな設備を2025年3月に稼働したので、エネルギー使用量が2023年度より微増しました。

細分類
(申請事業）

3299 他に分類されないその他の製造業
非化石エネルギー

総使用量
GJ kℓ

中分類 32 その他の製造業
前年度エネルギー

総使用量
960

エネルギー管理統括者
【役職】 調整後温室効果ガス

排出量
　t-CO2

【氏名】

kℓ

【エネルギーの使用の合理化】 【調整後温室効果ガス排出量の算定に用いた認証排出削減量等の量】 【取組の概要：業界の事情等を考慮した取組について（定性的事項）】　

主たる事業における

エネルギー消費原単位※注

（2024年度実績）

原単位分母
種別 合計量

主たる事業
の構成割合

％ Jクレジット t-CO2 ・主要機器の更新入替は、生産効率の高いメーカーや機種を選定し、可能であれば省エネ効果の大きいインバータ駆動を採用してい
ます。
・工場照明を順次LED照明に取替しています。
・デマンドレスポンス発動に応じて設備全停止を実施しています。
・設備の10分ごとの電力使用記録データを活用し、ムダな空運転防止の操業指導をしています。
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※ 主たる事業は、必ずしもエネルギー消費量の多寡で決定されるものではなく、日本標準産
業分類の考え方に基づき各事業者が決定したもの。

・日本ウエストグループはRE Actionに参加しており、2028年度の再エネ100%達成を目標に定めて電力の再エネ率を毎年アップしてい
ます（2023年度 10.9% ↗ 2024年度 30.7%）。主たる事業における

電気需要最適化評価原単位
（2024年度実績）

原単位分母
電気の非化石比率 事業者全体で使用する電気
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５年度間平均原単位変化

目安（2030年度）【ベンチマーク指標の状況（合理化）】

ベンチマーク区分

30.7

目安設定業種

目指すべき水準 kℓ/t以下
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ベンチマーク区分

目指すべき水準 kℓ/t以下

目安設定業種 - -

ベンチマーク区分 - -

目指すべき水準 -

ベンチマーク指標の状況
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